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高
校
生
の
「
心
を
摑
む
」
故
事
成
語
・
五
選

　

本
編
序
章
で
も
触
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
漢
文
の
故
事
成
語
は
知
識
教
養
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
番
教
材
に
は
生

徒
の
既
知
の
熟
語
ば
か
り
が
並
び
、
授
業
で
も
語
源
の
説
明
に
終
始
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
高
校
生
の
知
的
欲
求
を
満
た
す
と
は
考

え
に
く
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
は
単
元
の
合
間
に
取
り
扱
っ
て
生
徒
の
関
心
を
惹ひ

い
た
故
事
成
語
を
五
つ
紹
介
し
ま
す
。

①
《
余よ

桃と
う

の
罪つ

み

》
…
…
若
さ
に
か
ま
け
る
な
！

昔
者
弥び

子し

瑕か

有
リ
二
寵ち

よ
うヲ

於
衛ゑ

い

君く
ん

ニ
一
。
衛
国
之
法
ニ
窃

ひ
そ
かニ

駕の
ル
二
君
ノ
車
ニ
一
者
ノ
罪
ハ
刖げ

つ
ナ
リ
。
弥
子
瑕
ノ
母
病
ミ
テ
、
人
間ひ

そ
かニ

往
キ
テ
夜
告
グ
二
弥
子
ニ
一
。

弥
子
矯い

つ
はリ

テ
駕
リ
二
君
ノ
車
ニ
一
以
テ
出
ヅ
。
君
聞
キ
テ
而
賢
ト
シ
テ
レ
之
ヲ
曰
ク
「
孝
ナ
ル
哉
。
為
レ
母
ノ
之
故
ニ
忘
ル
ト
二
其
ノ
刖
罪
ヲ
一
。」
異
日
与と

レ
君
遊

ビ
二
於
果
園
ニ
一
、
食
ヒ
テ
レ
桃
ヲ
而
甘う

ま
シ
ト
シ
不
シ
テ
レ
尽
サ
、
以
テ
二
其
ノ
半
ヲ
一
啗く

ら
ハ
シ
ム
レ
君
ニ
。
君
曰
ク
「
愛
ス
ル
レ
我
ヲ
哉
、
忘
ル
二
其
ノ
口
味
ヲ
一
。
以
テ

啗
ハ
シ
ム
ト
二
寡く

わ

人じ
ん

ニ
一
。」
及
ビ
二
弥
子
ノ
色
衰お

と
ろヘ

愛
弛ゆ

る
ム
ニ
一
、
得
タ
リ
二
罪
ヲ
於
君
ニ
一
。
君
曰
ク
「
是
レ
固も

と
ヨ
リ
嘗か

つ
テ
矯
リ
テ
駕
リ
二
吾
ガ
車
ニ
一
、
又
嘗
テ
啗

ハ
シ
ム
ル
ニ
レ
我
ニ
以
テ
ス
ト
二
余
桃
ヲ
一
。」
故ゆ

ゑ
ニ
弥
子
之
行
ハ
未
ダ
レ
変
ゼ
二
於
初
メ
ニ
一
也
。
而し

か
ル
ニ
以
テ
シ
テ
三
前
之

ゆ
ゑ
ん

所
二―
以
ヲ
見ら
ル
ル
一
レ
賢
セ
而
後
ニ
獲う
ル
レ
罪

ヲ
者
ハ
愛
憎
之
変
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（『
韓
非
子
』「
説
難
編
」）

【
大
意
】
衛え

い

の
霊れ

い

公こ
う

に
仕
え
て
い
た
美
少
年
の
弥び

子し

瑕か

は
君
主
の
寵
愛
を
頼
み
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
中
で
二
つ
の
大
き
な
罪
を
犯
し
た
。
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当
初
は
許
さ
れ
た
弥
子
瑕
だ
が
、
容
貌
が
衰
え
た
こ
ろ
に
以
前
の
罪
が
蒸
し
返
さ
れ
て
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
愛
憎
の
変
化
が
描
か
れ
て

い
る
。
一
つ
目
の
罪
と
は
病
気
の
母
を
見
舞
う
た
め
に
画
策
し
た
違
法
な
霊
公
の
車
へ
の
不
正
乗
車
、
二
つ
目
の
罪
と
は
霊
公
の
お
供

で
果
樹
園
に
出
か
け
た
際
に
、
彼
が
味
見
を
し
た
食
べ
か
け
の
桃
（「
余
桃
」）
を
霊
公
に
手
渡
し
た
「
余
桃
の
罪
」
で
あ
る
。

【
鑑
賞
】
現
在
、
君
主
の
愛
情
は
変
わ
り
や
す
い
こ
と
を
意
味
す
る
成
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
生
徒
自
身
に
弥
子

瑕
の
身
に
な
っ
て
考
え
さ
せ
て
い
ま
す
。
想
像
を
巡
ら
す
と
、
君
主
に
寵
愛
さ
れ
て
い
た
若
い
頃
に
弥
子
瑕
自
身
が
成
長
し
て
い
れ
ば
、

も
し
か
す
る
と
過
去
の
罪
が
蒸
し
返
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
不
遇
な
最
期
は
迎
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
成
長
期
に
伎ぎ

倆り
よ
うを

磨
か
ず
調
子
に
乗
っ
た
生
活
を
続
け
て
い
る
と
身
の
破
滅
を
招
く
と
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
故
事
成
語
を
取
り
扱
っ
た
際
に
は
、

生
徒
は
芸
能
界
に
お
け
る
同
世
代
の
ア
イ
ド
ル
や
現
在
の
自
分
自
身
に
た
と
え
な
が
ら
、
若
く
て
許
容
さ
れ
て
い
る
時
期
に
研
鑽
し
な

い
と
、
将
来
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
も
の
と
な
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

【
発
問
例
】

Ｑ
故
事
成
語
「
余
桃
の
罪
」
を
読
ん
で
、
弥
子
瑕
は
二
つ
の
罪
を
許
さ
れ
た
後
に
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
え
ば
よ
か
っ
た
の
か
考
え
て
み

よ
う
。

②
《
葉

し
よ
う

公こ
う

好
り
ゆ
う
を
こ
の
む

龍
》
…
「
イ
メ
ー
ジ
」
に
よ
る
「
ダ
メ
ー
ジ
」

子し

張
ち
や
う

見ま
み

ユ
二
魯ろ
ノ
哀あ

い

公こ
う

ニ
一
。
七
日
ニ
シ
テ
而
哀
公
不
レ
礼
セ
、
託
シ
テ
二
僕ぼ

く

夫ふ
ニ
一
而
去
ル
。
曰
ク
「
臣
聞
ク
君
ハ
好
ム
ト
一
レ
士
ヲ
。
故ゆ

ゑ
ニ
不
レ
遠
シ
ト
セ
二
千

里
之
外
ヲ
一
、
犯
シ
二
霜さ

う

露ろ
ヲ
一
、
冒を

か
シ
二
塵ぢ

ん

垢こ
う

ヲ
一
、
百

ひ
や
く

舎し
や

重
ち
よ
う

趼け
ん

シ
テ
不
二
敢あ
ヘ
テ
休
息
セ
一
、
以
テ
見
ル
レ
君
ヲ
。
七
日
ニ
シ
テ
而
君
不
レ
礼
セ
。
君
之
好

ム
レ
士
ヲ
也
、
有
ル
レ
似
タ
ル
二
葉
公
子
高
之
好
ム
ニ
一
レ
龍
ヲ
也
。
葉せ

ふ

公こ
う

子し

高か
う

好
ム
ニ
レ
龍
ヲ
、
鉤こ

う
シ
テ
以
テ
写
シ
レ
龍
ヲ
、
鑿さ

く
シ
テ
以
テ
写
シ
レ
龍
ヲ
、
屋を

く

室し
つ

雕て
う

文ぶ
ん

以
テ
写
ス
レ
龍
ヲ
。
於
イ
テ
レ
是こ

こ
ニ
夫か
ノ
龍
聞
キ
テ
而
下く

だ
リ
レ
之
ニ
、
窺

う
か
がヒ

二
頭か

う
べヲ

於
牖ま

ど
ニ
一
、
拖ひ
ク
二
尾
ヲ
於
堂
ニ
一
。
葉
公
見
テ
レ
之
ヲ
、
棄
テ
テ
而
還か

へ
リ
走
ル
。
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失
ヒ
二
其
ノ
魂こ

ん

魄ぱ
く

ヲ
一
、
五ご

色
し
よ
く

無
シ
レ
主
。
是
レ
葉
公
ハ
非あ

ら
ザ
ル
レ
好
ム
ニ
レ
龍
ヲ
也
。
好
ム
二
夫
ノ
似
テ
レ
龍
ニ
而
非
ザ
ル
レ
龍
ニ
者
ヲ
一
也
。
今
臣
聞
ク
二
君
ハ

好
ム
ト
一
レ
士
ヲ
。
不
レ
遠
シ
ト
セ
二
千
里
之
外
ヲ
一
以
テ
見
ル
レ
君
ヲ
。
七
日
ニ
シ
テ
不
レ
礼
セ
。
君
ハ
非
ザ
ル
レ
好
ム
ニ
レ
士
ヲ
也
。
好
ム
二
夫
ノ
似
テ
レ
士
ニ
而
非
ザ

ル
レ
士
ニ
者
ヲ
一
也
。
詩
ニ
曰
ク
『
中
心
蔵を

さ
ム
レ
之
ヲ
。
何い

づ
レ
ノ
日
カ
忘
ル
ト
レ
之
ヲ
。』」
敢
ヘ
テ
託
シ
テ
而
去
ル
。 

 
  

（『
新
序
』
雑
事
第
五
）

【
大
意
】
魯ろ

の
哀あ

い

公こ
う

の
も
と
を
訪
ね
た
孔
子
の
弟
子
子し

張ち
よ
うは

、
七
日
間
も
の
間
、
哀
公
の
挨
拶
を
受
け
ず
に
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
、

そ
の
家
臣
に
理
由
を
話
し
て
立
ち
去
る
。
哀
公
は
士
（
す
ぐ
れ
た
人
物
）
を
好
む
と
言
う
の
で
、
遠
い
と
こ
ろ
危
険
を
冒
し
て
哀
公
を

訪
ね
た
が
、
面
会
も
せ
ず
に
ほ
っ
て
お
か
れ
る
始
末
。
子
張
は
立
ち
去
り
際
に
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
「
葉
公
好
龍
」
な
の
で
は
な
い
か

と
言
い
残
し
た
。
こ
の
「
葉
公
好
龍
」
と
は
、
楚
の
家
臣
葉

し
よ
う

公こ
う

子し

高こ
う

が
常
日
頃
龍
を
愛
し
て
家
屋
に
は
龍
を
あ
し
ら
っ
た
り
、
龍
の

帯
金
を
身
に
つ
け
た
り
し
て
い
た
話
を
耳
に
し
た
龍
が
葉
公
の
も
と
に
現
れ
る
が
、
葉
公
は
本
物
の
龍
に
慌
て
ふ
た
め
い
て
失
神
し
て

し
ま
う
寓
話
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
葉
公
は
「
龍
」
で
は
な
く
「
龍
に
似
た
も
の
」
を
好
ん
で
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

【
鑑
賞
】
誰
し
も
「
本
物
志
向
」
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、果
た
し
て
そ
れ
は
本
当
で
し
ょ
う
か
。
一
般
に
「
本
物
」
は
人
々

の
公
認
を
受
け
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
反
面
で
当
該
成
語
に
描
か
れ
る
よ
う
に
畏
怖
の
対
象
と
し
て
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
む
し
ろ
、「
本
物
」
よ
り
も
「
そ
れ
っ
ぽ
い
も
の
」
に
価
値
を
見
出
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
一
つ
の
真
理
で
す
。

例
え
ば
、
自
然
を
満
喫
す
る
人
々
も
実
際
に
は
む
き
出
し
の
自
然
で
は
な
く
、
整
理
さ
れ
た
人
工
的
な
自
然
を
愛
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」
を
愛
好
す
る
女
子
高
生
も
本
物
の
「
ネ
ズ
ミ
」
を
見
た
と
き
に
は
さ
す
が
に
悲
鳴

を
あ
げ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
「
葉
公
好
龍
」
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
発
問
例
】

Ｑ
故
事
成
語
「
葉
公
好
龍
」
を
読
ん
で
、
実
物
と
観
念
（
イ
メ
ー
ジ
）
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
（
ま
た
は
魅
力
が
あ
る
も
の
）
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
考
え
て
み
よ
う
。 
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Ｑ
あ
な
た
に
と
っ
て
の
「
私
ら
し
さ
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

③
《
狡こ

う

兎と

三さ
ん

窟く
つ

》
…
逃
げ
場
所
は
多
い
ほ
ど
よ
い

後
期き

年ね
ん

、
斉
王
謂い
ヒ
テ
二
孟ま

う

嘗
し
や
う

君く
ん

ニ
一
曰
ク
「
寡く

わ

人じ
ん

不
ト
下
敢あ
ヘ
テ
以
テ
二
先
王
之
臣
ヲ
一
為な
サ
上
レ
臣
ト
。」
孟
嘗
君
就つ
ク
二
国
ニ
於
薛せ

つ
ニ
一
。
未
ルダ
ノ
レ
至
ラ

百
里
、
民
扶た

す
ケ
レ
老
ヲ
携

た
づ
さヘ

テ
レ
幼
ヲ
、
迎
フ
二
君
ヲ
道
中
ニ
一
。
孟
嘗
君
顧か

へ
りミ

テ
謂
フ
二
馮ふ

う

諼く
わ
んニ

一
、「
先
生
所
ノ
二
為
ニ
レ
文
ノ
市か

ヘ
ル
一
レ
義
ヲ
者
、
乃

す
な
はチ

今

日
見
ル
ト
レ

之
ヲ
。」
馮
諼
曰
ク
「
狡
兔
ニ

有
リ
テ
二

三
窟
一
、
僅

わ
づ
かニ

得
ル
レ

免
ま
ぬ
がル

ル
ヲ
二

其
ノ

死
ヲ
一

耳
。
今
君
ニ

有
リ
二

一
窟
一
。
未
ルダ
レ

得
二

高
ク
シ
テ
レ

枕
ヲ

而
臥
ス
コ
ト
ヲ
一
也
。
請こ
フ
為
ニ
レ
君
ノ
復ま
タ
鑿う

が
タ
ン
ト
二
二
窟
ヲ
一
。」 

 
 

 
 

　

  
 

（『
戦
国
策
』「
斉
策
」）

【
大
意
】
斉せ

い

の
湣び

ん

王お
う

に
疎う

と

ま
れ
て
宰
相
の
職
を
解
任
さ
れ
た
孟も

う

嘗
し
よ
う

君く
ん

（
田で

ん

文ぶ
ん

）
は
領
地
で
あ
る
薛せ

つ

に
入
っ
た
と
き
、食
客
の
馮ふ

う

諼か
ん

（
馮
驩
）

の
事
前
の
策
に
よ
り
自
身
が
領
民
か
ら
の
信
望
を
得
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
馮
諼
は
す
ば
や
い
兎
は
三
つ
の
窟あ

な

を
持
つ
こ
と

（「
狡
兎
三
窟
」）
で
難
を
免

ま
ぬ
が

れ
る
の
に
対
し
、
孟
嘗
君
に
は
薛
の
「
一
窟
」
し
か
な
い
点
を
危
惧
し
て
あ
と
の
「
二
窟
」
を
作
る
策
を
進

言
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
鑑
賞
】
身
の
安
全
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
避
難
場
所
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
用
意
す
る
た
と
え
で
す
か
ら
、「
国
士
無
双
」
と
称
さ
れ

た
韓か

ん

信し
ん

に
由
来
す
る
「
背
水
の
陣
」
の
対
義
語
に
当
た
り
ま
す
。 

現
代
の
高
校
生
に
と
っ
て
は
交
友
範
囲
が
狭
す
ぎ
る
と
仲
間
と
の

関
係
性
が
こ
じ
れ
た
と
き
に
悩
み
の
種
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
に
備
え
て
校
内
で
は
部
活
動
・
ク
ラ
ス
・

委
員
会
な
ど
の
い
く
つ
か
の
居
場
所
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
発
問
例
】

Ｑ
故
事
成
語
「
狡
兎
三
窟
」
を
読
ん
で
、
あ
な
た
が
困
っ
た
と
き
に
悩
み
ご
と
を
真
剣
に
相
談
で
き
る
人
は
身
の
ま
わ
り
に
何
人
い
る

か
考
え
て
み
よ
う
。
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④
《
曲

き
よ
く

突と
つ

徙し

薪し
ん

》
…
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
知
恵

其
ノ
後
霍

く
わ
く

氏
誅

ち
ゆ
う

滅め
つ

シ
テ
而
告
グ
ル
二
霍
氏
ヲ
一
者
皆
封ほ

う
ゼ
ラ
ル
。
人
為
ニ
二
徐
生
ノ
一
上
書
シ
テ
曰
ク
「
臣
聞
ク
客
ニ
有
リ
下
過
グ
ル
二
主
人
ヲ
一
者
上
。
見
ル
三

其
ノ
竈

か
ま
ど

直
ち
よ
く

突と
つ

ニ
シ
テ
傍

か
た
は
らニ

有
ル
ヲ
二
積せ

き

薪し
ん

一
。
客
謂
フ
二
主
人
ニ
一
、『
更さ

ら
ニ
為
ニ
曲
ゲ
レ
突
ヲ
、
遠
ク
徙う

つ
セ
二
其
ノ
薪
ヲ
一
。
不
ン
バ
レ
者し

か
ラ
且ま

さ
ニ
レ
有
ラ
ン
ト
二
火
ノ

患わ
づ
らヒ

一
。』
主
人
黙
然
ト
シ
テ
不
レ
応
ゼ
。
俄

に
は
かニ

シ
テ
而
家
果は

た
シ
テ
失
火
シ
、
隣り

ん

里り

共
ニ
救
フ
レ
之
ヲ
。
幸
ニ
シ
テ
而
得
タ
リ
レ
息や
ム
ヲ
。
於
イ
テ
レ
是こ

こ
ニ
殺
シ
テ
レ
牛
ヲ

置ち

酒し
ゆ

シ
テ
、
謝
ス
二
其
ノ
隣
人
ニ
一
。
灼

し
や
く

爛ら
ん

ノ
者
ハ
在
リ
テ
二
於
上
行
ニ
一
、
余
ハ

各
お
の
お
の

以
テ
レ
功
ヲ
次
ニ
坐
シ
テ
而
不
レ
録
セ
下
言
フ
二
曲
突
ヲ
一
者
ヲ
上
。
人
謂い
ヒ

テ
二
主
人
ニ
一
曰
ク
『
郷さ

き
ニ
使し
ム
レ
バ
レ
聴
カ
二
客
之
言
ヲ
一
、
不
シ
テ
レ
費
サ
二
牛
酒
ヲ
一
、
終つ

ひ
ニ
亡な
シ
二
火
ノ
患
ヒ
一
。
今
論
ジ
テ
レ
功
ヲ
而
請こ
フ
レ
賓ひ

ん
ヲ
。
曲

き
よ
く

突と
つ

徙し

薪し
ん

ニ

亡な

ク
シ
テ
二

恩
沢
一
、
焦せ

う

頭と
う

爛ら
ん

額が
く

ヲ

為な

ス
二

上
客
ト
一

耶
ト
。』
主
人
廼す

な
はチ

寤さ

メ
テ

而
請こ

フ
レ

之
ヲ
。
今
茂も

陵り
よ
うノ

徐じ
よ

福ふ
く

数
し
ば
し
ば

上
書
シ
テ

言
フ
四

霍
氏
し且ま

さ
テニ
レ

有
ラ
ン
ト
レ
変
、
宜よ

ろ
シシ
トク
三
防ば

う
二―
絶ぜ

つ
ス
之
ヲ
一
。
郷
ニ
使
メ
バ
二
福
ノ
説
ヲ
シ
テ
得
一
レ
行
フ
ヲ
、
則

す
な
はチ

国
ニ
亡
ク
二
裂さ
キ
レ
土
ヲ
出
ダ
ス
レ
爵
ヲ
之
費
一
、
臣
ニ
亡
シ
二

逆
ぎ
や
く

乱ら
ん

誅
ち
ゆ
う

滅め
つ

之
敗
一
。
往わ

う

事じ

既す
で

ニ

已や

ミ
テ

而
福
独
リ

不
レ

蒙
か
う
むラ

二

其
ノ

功
ヲ
一
。
唯た

ダ

陛
下
察
シ
テ
レ

之
ヲ
、
貴

た
つ
とビ

テ
二

徙
薪
曲
突
之
策
ヲ
一
、
使
メ
ヨ
ト
レ

居を

ラ
二

焦せ
う

髪は
つ

灼
し
や
く

爛ら
ん

之
右
ニ
一
。」
上
廼
チ
賜た

ま
ヒ
テ
二
福
ニ
帛き

ぬ

十
疋ぴ

き
ヲ
一
、
後
ニ
以
テ
為
ス
レ
郎
ト
。 

 
 

　
　
（『
漢
書
』「
霍
光
金
日
磾
伝
」）

【
大
意
】
漢
の
宣せ

ん

帝て
い

時
代
に
専
横
を
極
め
た
霍か

く

光こ
う

の
一
族
が
誅
殺
さ
れ
、
そ
の
後
に
茂も

陵り
よ
うの

徐じ
よ

福ふ
く

な
る
者
の
功
績
を
訴
え
た
上
書
の
中

に
見
え
る
寓
話
で
あ
る
。
あ
る
家
で
か
ま
ど
の
煙
突
が
突
き
出
し
、
そ
の
そ
ば
に
薪
が
積
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
火
事
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
見
た
客
は
煙
突
を
曲
げ
て
、
薪
は
別
の
所
に
移
す
べ
き
こ
と
を
忠
告
し
た
。
し
か
し
、
主
人
は
忠
告
を
聞
か
ず
に
ほ
っ
て
お
い

た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
火
事
が
起
き
て
し
ま
う
。
隣
人
が
こ
れ
に
気
づ
い
て
燃
え
さ
か
る
炎
の
中
か
ら
主
人
を
救
出
し
た
た
め
、
主
人

は
感
謝
し
て
こ
の
隣
人
に
牛
と
酒
を
振
る
舞
っ
た
。
本
来
は
火
事
を
予
見
し
た
客
（「
曲

き
よ
く

突と
つ

徙し

薪し
ん

〈
危
機
管
理
〉」）
が
感
謝
さ
れ
る
べ
き

な
の
だ
が
、
大
事
に
な
っ
た
後
に
命
が
け
で
救
出
し
て
く
れ
た
隣
人
（「
爛ら

ん

額が
く

焦
し
よ
う

頭と
う

〈
緊
急
避
難
〉」）
の
方
が
重
視
さ
れ
る
本
末
転
倒
な

評
価
は
現
在
で
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
徐
福
は
霍
光
一
族
の
異
変
を
察
知
し
て
早
い
時
期
か
ら
再
三
に
わ
た
っ
て
宣
帝
に
上
書
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し
て
き
た
が
、
そ
の
功
績
は
今
も
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
の
進
言
を
聞
い
て
事
前
に
対
処
し
て
お
れ
ば
こ
の
よ
う
な
事
態

に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
討
伐
に
手
柄
の
あ
っ
た
者
と
同
等
の
待
遇
を
す
る
べ
き
だ
と
い
っ
た
主
張
で
あ
る
。
宣
帝
は
徐
福
に
褒
美
と

役
職
を
与
え
、
そ
の
功
績
を
讃
え
た
。

【
鑑
賞
】
危
険
に
際
し
て
は
未
然
に
予
防
す
る
こ
と
が
本
来
は
重
要
な
は
ず
で
す
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
窮
地
に
陥
っ
た
と
き
に
助
け
船

を
出
し
て
く
れ
た
人
物
に
恩
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
お
け
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
人
々
に
火
を
与

え
た
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
そ
の
知
は
「
先
見
の
明
」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
健
康
診
断
の
結
果
な
ど
に
耳
を
傾
け
ず
に
不
摂

生
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
病
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
手
術
に
大
金
を
支
払
っ
て
ま
で
患
部
を
除
去
し
て
く
れ
た
外
科
医
に

感
謝
す
る
よ
う
な
事
例
は
枚
挙
に
暇

い
と
ま

が
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
高
校
生
に
向
け
て
は
忠
告
を
き
か
ず
窮
地
に
陥
っ
て
苦
し
む
前
に
当
該

成
語
に
見
ら
れ
る
予
見
性
を
読
み
取
ら
せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

【
発
問
例
】

Ｑ
故
事
成
語
「
曲
突
徙
薪
」
を
読
ん
で
、
大
き
な
失
敗
を
防
ぐ
た
め
に
普
段
か
ら
あ
な
た
自
身
が
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
。

Ｑ
「
曲
突
徙
薪
」
と
「
爛
額
焦
頭
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
は
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ

だ
ろ
う
か
。

⑤
《
囊の

う

中ち
ゆ
うの

錐き
り

》
…
才
能
は
環
境
を
問
わ
ず

趙て
う

ノ

相
し
よ
う

平へ
い

原げ
ん

君く
ん

公こ
う

子し

勝し
よ
うノ

食
し
よ
つ

客か
く

常
ニ

数
千
人
ア
リ
。
客
ニ

有
リ
二

公こ
う

孫そ
ん

龍り
う

ナ
ル

者
一
。
為
ス
二

堅け
ん

白ぱ
く

同ど
う

異い

之の

弁べ
ん

ヲ
一
。
秦
、
攻
ム
二

趙
ノ

邯か
ん

鄲た
ん

ヲ
一
。
平

原
君
求
ム
二

救
ヒ
ヲ

於
楚
ニ
一
。
択ゑ

ら
ビ
二

門
下
ノ

文
武
備
具
ス
ル

者
二
十
人
ヲ
一
、
与と

レ

之
俱と

も
ニ
セ
ン
ト
ス
。
得
タ
リ
二

十
九
人
ヲ
一
。
毛ま

う

遂す
い

自
ラ

薦す
す

ム
。
平
原
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君
曰
ク「
士
ノ
処を
ル
ハ
レ
世
ニ
、若ご

と
シ
三
錐き

り
ノ
処を
ル
ガ
二
嚢な

う

中ち
う

ニ
一
。
其
ノ
末
立た
チ
ド
コ
ロ
ニ
見あ

ら
ハ
ル
。
今
先
生
処
ル
コ
ト
二
門
下
ニ
一
三
年
、未い

ま
トダ
レ
有
ラ
レ
聞
コ
ユ
ル
コ
ト
。」

遂
曰
ク
「
使し
メ
バ
二
遂
ヲ
シ
テ
得
一
レ
処
ル
ヲ
二
嚢
中
ニ
一
、
乃

す
な
はチ

穎え
い

脱だ
つ

シ
テ
而
出い
デ
ン
。
非あ

ら
ズ
ト
二
特た

だ
ニ
末
ノ
見
ハ
ル
ル
而の

已み
ニ
一
。」
平
原
君
乃
チ
以
テ
備そ

な
フ
レ
数
ニ
。

（『
十
八
史
略
』「
春
秋
戦
国
」）

【
大
意
】
戦
国
四
君
の
一
人
趙ち

よ
うの

平へ
い

原げ
ん

君く
ん

に
は
数
千
人
の
食
客
が
お
り
、
そ
の
中
に
は
名
家
の
公こ

う

孫そ
ん

龍り
ゆ
うな

ど
も
い
た
。
秦
が
趙
の
邯か

ん

鄲た
ん

を
攻
め
、
平
原
君
は
楚
に
救
援
を
求
め
る
使
者
に
な
っ
た
。
平
原
君
は
同
伴
す
る
二
十
人
を
決
め
る
べ
く
食
客
の
人
選
を
し
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ま
で
特
段
実
績
の
な
か
っ
た
毛も

う

遂す
い

が
自
ら
志
願
し
た
。
平
原
君
は
彼
に
向
か
っ
て
「
優
れ
た
人
物
が
世
に
い
る
の
は
袋
の
中
に
錐き

り

を
入
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
先
端
（
才
覚
）
は
す
ぐ
に
突
き
出
て
現
れ
る
も
の
で
す
（「
嚢
中
の
錐
」）。
今
、
毛
先
生
が
食
客
と
な
ら
れ
て

三
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
成
果
を
出
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
」
と
軽
く
あ
し
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
毛
遂
は
「
私
を
こ
の

袋
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
才
能
を
発
揮
し
て
み
せ
ま
す
」
と
答
え
た
。
果
た
し
て
楚
の
国
で
は
そ
の
勇
気
あ
る

態
度
で
活
躍
し
、
平
原
君
を
驚
か
せ
、
楚
と
趙
の
同
盟
を
成
し
遂
げ
た
。

【
鑑
賞
】「
ど
ん
な
環
境
に
お
い
て
も
本
当
に
優
れ
た
人
物
は
そ
の
才
能
を
発
揮
す
る
」と
い
っ
た
意
味
は
多
感
な
時
期
の
高
校
生
に
と
っ

て
深
い
感
銘
を
与
え
る
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
受
験
の
結
果
、
第
一
志
望
に
合
格
す
る
生
徒
は
半
数
以
下
で
あ
る
と
さ
れ
、
併
願
校

に
進
学
し
た
場
合
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
環
境
に
不
平
を
託か

こ

つ
生
徒
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
も
し
志
望
校
に

受
か
っ
て
い
た
ら
、
バ
ラ
色
の
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
は
ず
だ
」
と
現
実
逃
避
す
る
者
に
は
ぜ
ひ
と
も
伝
え
た
い
言
葉
で
す
。「
嚢

中
の
錐
」
は
「
袋
の
中
に
鋭
利
な
刃
物
を
入
れ
る
」
状
況
も
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
や
す
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
袋
も
突
き
通
す

は
ず
で
す
の
で
、「
本
当
に
能
力
の
あ
る
者
は
環
境
に
は
左
右
さ
れ
な
い
」
と
い
っ
た
教
訓
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

【
発
問
例
】

Ｑ
故
事
成
語
「
嚢
中
の
錐
」
を
読
ん
で
、
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
あ
な
た
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
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本
編
に
も
繰
り
返
し
述
べ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
故
事
成
語
は
わ
が
国
で
も
独
自
の
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
定
番
教
材
ば
か
り
で
な
く
、

む
し
ろ
聞
き
な
じ
み
の
な
い
故
事
成
語
を
取
り
あ
げ
て
様
々
な
観
点
か
ら
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
学
習
者
の
新
た
な
発
見
を
導

き
、
彼
ら
の
主
体
的
な
古
典
学
習
へ
の
意
識
づ
け
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。


